
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松 沢 た け ひ と  み ん な の 会 ニ ュ ー ス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 松 沢 た け ひ と  み ん な の 会 ニ ュ ー ス 

あした、輝け！ 
〒273-0112 

千葉県鎌ケ谷市東中沢 2-19-88 

TEL/FAX 047-445-5260 

http://www.t-matsuzawa.net 

鎌ケ谷市議会議員 松沢たけひと 

 

 

【活動報告】 

発行 第 37号 
MT SOCIETY 

EVERY ONE NEWS 

お金のかけないク リーンな活動を展開するため 、サポー ターを募集しています 。 

松沢たけひと みんなの会 事務所 千葉県鎌ケ谷市東中沢 2-19-88 TEL/FAX 047-445-5260 

 

 

 

 

 

 

 

松沢たけひと プロフィール 
昭和 50年 鎌ケ谷市で誕生 

昭和 57年 みちる幼稚園卒園 

昭和 63年 中部小学校卒業 

平成 3年  第四中学校卒業 

平成 6年  白井高等学校卒業 

平成 10年 中央学院大学法学部卒業 

平成 19年 鎌ケ谷市議会議員初当選 

平成 23年 鎌ケ谷市議会議員 二期目 

平成 27年 鎌ケ谷市議会議員 三期目 

平成 28年 明治大学公共政策大学院 

ガバナンス研究科の科目履 

修生として公共政策を学ぶ。 

 
 石井準一参議院議員が来鎌 

 
 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年6月議会 議案の中から 

議案第 5 号 五本松小学校普通教室・特別教室

等整備建築工事について 

軽量鉄骨造の地上 2階建て普通教室棟(４教室)

と特別教室棟(図書室・音楽室・各準備室)の２棟

を建設する。その他、図書室を普通教室に改修する

等の工事を行う。 

契約金額 約１億 6089万円 

工   期 平成 30年 2月 28日まで 

 

 

 

 

出典 鎌ケ谷市の教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23 24 25 26 27 28

᾿ χᶘẘ 18 19 21 21 21 22

᾿ χⱪ 526 566 583 596 624 649

◕ χⱪ 5860 5814 5688 5625 5624 5641

 

公共下水道事業特別会計補正予算 

マンホールトイレ整備事業 1600万円(1箇所) 

財源内訳  国庫支出金 800万円 

         地方債   720万円 

        一般財源   80万円 

災害時における避難所開設時の快適なトイレ環境

の確保のため、鎌ケ谷中学校、東部小学校、初富

小学校、五本松小学校、鎌ケ谷小学校、中部小

学校に公共下水道直結型のマンホールトイレを整

備するもの。 

平成 33年までの５年間に６箇所の避難所に整備

を予定している。概算事業費は全箇所で 9600万

円を見積もっている。 

 

 

出典 国土交通省ホームページ 

第一学校給食センター跡地に貯留機能を備えた公園を整備予定 

松 沢 た け ひ と 市 政 報 告 会 

 

β  入退場自由ですので、どなたでも気軽にご参加ください。 

日時：7月9日(日) 14：00～15：00 

会場：松沢たけひと みんなの会事務所 

(鎌ケ谷市東中沢 2-19-88) 

問い合わせ先：TEL 047-445-5260 

   

五本松小学校教室棟を建設する背景には区域に

よる宅地開発状況の差が挙げられる。今後は少子

高齢化と人口減少が本格的に到来すると想定され

ており、学区の変更等、将来を見据えた取り組みに

よって、市内全体でのバランスを維持することが重要

と考える。 

松沢の視点 

市政をもっと身近に！ 

松沢の視点 

旧第一給食センターの土地・建物に

ついては市街化調整区域や建物の

老朽化等、利活用方法が限定され

ると考えられる。地元の自治会の意

見を伺うなど、地域住民との合意形

成から整備方針を決定したことに意

義があり、浸水被害を軽減させる取

組についても期待している。 

 

  

 

 

 

 

軽井沢に新たな学校給食センターが建設されて約 3

年経ったが、同じ軽井沢にある旧第一学校給食セン

ター跡地には地域のふれあいやコミュニティ活動の場と

して、公園やゲートボールなど広場を整備するだけでな

く、雨水貯留機能を備えた街区公園を整備する方針

が決定された。 

概算工事費は約 4100万円、平成 29年度に建物

取り壊し・国の補助制度の活用を検証し、平成30年

度より実施計画に位置付けて整備を実施予定。 

http://www.t-matsuzawa.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成 29年 5月に報告された概要より 

  

3月議会一般質問 道路行政について (市道 22号線 旧精工舎通りの交通安全について) 

 

 

6月議会一般質問  発達障がいについて 

Ｑ旧こひなたストア交差点改良において、押

しボタン式から定周期型に変更になった経

緯について 

Ａ千葉県警交通規制課からは、信号機の設

置を段階的に行うことは難しいとの判断か

ら、定周期型の信号機を設置するための交

差点改良が求められたため、定周期型の信

号機を設置することとした。市としても、交差

点改良については定周期型の信号機により

交差点全体の交通を制御することは、安全

性の面からも望ましいものと考えており、交差

点協議を進めている。 

 

Ｑ今後のスケジュールについて 

Ａ第４次実施計画では、来年度現況の測量

を行い、平成 30年度にはさらに詳細な設

計を行うとともに、事業に必要な用地を確定

するため、用地測量を実施する計画としてい

る。用地の取得については、平成 31年度か

ら実施できるよう検討している。 

Ｑ東中沢での八百芳さんから旧こひなたストアさ

んまでの市道舗装改良事業が平成２8年度に

工事ができなかった要因と今後の方針について 

Ａ舗装改良事業は国の防災安全交付金を活用し

て取り組んでいるが、交付金の内示率が約 46％

と低く、幾つかの事業については翌年度以降に工

事を先送りせざるを得ない状況となり、他の路線

との調整の結果、工事に着手できなかった。 

平成 29年度予算に再度計上しており、国の交

付金を活用し、平成 29年度事業として実施し

たいと考えている。 

 

Ｑ道野辺中央にある桜の木の危険性について 

Ａ現在ある桜は、一部が計画している車道内にあ

ることから、車道の拡幅ができない状況。車道とし

ては危険な状況となるため、一刻も早く伐採など

の措置が必要であり、所有者の方のご理解が得

られるよう交渉を続けている。 

Ｑ発達障がいにおける市の相談体制について。 

Ａ子どもの発達の遅れや障がいの有無について、保

護者からの相談があった場合は、こども発達セン

ターにおいて、心理発達相談員、言語聴覚士な

どによる個別相談を行い、必要に応じて親子教

室の参加や医療機関の紹介、児童発達支援を

行う施設への通所を勧めている。また、こども発

達センターは県療育支援事業を委託されている

ことから、保育園や幼稚園などへ職員が出向き、

園からの各種相談にも応じている。さらに県では、

専門的支援拠点として千葉県発達障害者支援

センターを設置し、各ライフステージに応じた電

話・窓口・巡回による相談支援を実施しており、

今後も継続して支援センターとの連携を図りた

い。 

 

Q教育での支援について 

Ａ「早期発見・早期支援」については、毎年、次年

度小学校入学予定の児童を対象とした就学児

健康診断を実施し、必要に応じて再検査や就

学相談につなげることで、就学前からの児童理解

及び保護者との連携、個に応じた支援準備に取

組んでいる。 

「引継ぎ及び相談体制の充実」については、児童

生徒・保護者に対し、学校では特別支援教育コ

ーディネーターを中心に、心理発達相談員と指

導主事により、継続的な相談、情報の提供及び

助言を行っている。また個別の教育支援計画及

び個別の指導計画の作成を順次進め、市のサポ

ートファイルを活用した引継ぎを推進している。 

「学校・家庭・地域における理解・啓発」について

は、教職員に対し、積極的かつ継続的に資質向

上を図ることを目的に、研修会を実施している。 

さらに学校・家庭・地域が一体となって子どもを豊

かに育む環境を共に築いていくことが必要。相互

の信頼関係を基盤とし、個のニーズに応じた適切

な支援に努めている。 

Q大人の発達障がいについて 

Ａ大人の発達障がいは、成人してから発達障がい

と診断される場合であり、就職してから対人関係

がうまくいかなったり、仕事のミスが続いてたりして

悩み、問題が表面化するケースが多く、不安症

状やうつ症状を合併することもある。最近では大

人の発達障がいが増加している傾向にある。大

人の発達障がいで多いのは注意欠如・多動性

障害とアスペルガー症候群と言われている。大人

の発達障がいは市の障がい福祉課が相談窓口と

して、相談支援を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

      

無我夢中で政治活動に取り組んできた10

年の間、鎌ケ谷市の逼迫した財政状況や東

日本大震災の混乱等、あらゆる分野におい

て影響が及ぼし、市政の果たすべき役割は

変化してきました。議会においても、新たな時

代における政策力や発信力の好循環サイク

ルを実現することが求められていると感じま

す。これからも初心忘れず、さらに市政に対し

て関心を持ってもらうための発信を続けてまい

ります。 

 

 

 

 

 

発達障がいがメディアに取り上げられるようになり

目にする機会が増えて、認知度が増えてきたのと同

時に理解と支援が進んできたのではないか。しかし

ながら、周囲の理解の下で自立に向けた支援をさら

に進めるためには、住民にとって一番身近な行政の

市が、早期発見の体制を整えて、教育から就労へ

と切れ目なく支えていく必要があると考える。 

 

 

 

 

 

 

松沢の視点 

 

定周期型信号機を設置することにより、用地

買収しなければならない土地の増加が見込まれ

る。児童生徒が通学利用している交差点というこ

とを考慮し、早期の実現に向けて取組む必要が

ある。また、桜の木の寿命は６０年とされており、 

 

 

 

 

 

 

松沢の視点 

現在の木は相当古

い樹木ではあるが、

新鎌ケ谷地区で実

施している桜×鎌ケ

谷＝魅力アップ事

業の一環として、移

築することも考える

べきではないか。 

 

 

 

 

 


